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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本プラスチック工業連盟（JPIF）及び一

般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があ

り，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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往復直線しゅう動によるアブレシブ摩耗量の求め方 

Plastics- 
Determination of abrasive wear by reciprocating linear sliding motion 

 
序文 

この規格は，2020 年に第 1 版として発行された ISO 20329 を基とし，技術的内容を変更して作成した日

本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

技術的差異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

この規格に規定する試験方法は，試験片と研磨シートの接触面とに生じる滑り摩擦力によるアブレシブ

摩耗試験である。試験面に研磨シートによる鉛直上向きの線荷重を作用させた状態で，試験片の水平方向

の往復運動によって，試験面に滑り摩擦力を繰り返し与える。この試験方法における耐摩耗性は，単位往

復しゅう（摺）動回数当たりの摩耗質量又は比摩耗量，すなわち，単位しゅう動距離当たり，単位荷重当

たりの摩耗質量で評価される。比摩耗量は，トライボロジーの分野において耐摩耗性を評価する指標の一

つである。 

研磨シートを用いたアブレシブ摩耗試験を再現性よく行うには，摩耗粉の目詰まりによって研磨シート

の研削力が変化しないようにすることが必要である。この試験方法では，研磨シートを円筒形の研磨シー

ト固定具の外周面に貼り付ける。研磨シート外周面を試験片下面に接触させ，試験面に鉛直上向き方向の

力を作用させた状態を維持し，試験片を水平方向に往復運動させる。これによって，発生した摩耗粉は摩

耗面に残存することなく排出される。さらに，一往復しゅう動ごとに，研磨シート固定具を微小角回転さ

せ，新たな研磨シート面に更新することで，摩耗粉の目詰まりによる研磨シートの研削力の変化が低減さ

れ，単位往復しゅう動回数当たりの摩耗質量が一定になる。その結果，再現性のよい試験結果として，し

ゅう動距離に依存しない比摩耗量を得ることが可能である。 

1 適用範囲 

この規格は，研磨シートを用いて，往復直線しゅう動によってプラスチックの耐摩耗性を求めるための

試験方法について規定する。また，比摩耗量の算出方法についても規定する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 20329:2020，Plastics－Determination of abrasive wear by reciprocating linear sliding motion（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 
  


